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図-1.7 本文の構成と章間の関連 
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支柱に設置した例

図-2.1 土研式塩分捕集器 2) 

たものである．この測定器を各調査地点に設置して，以下の手順で行われた．

a) ポリタンク内に入った塩水を毎月一回回収する．

b) 回収前に 100 mm×100 mm のステンレス鋼板に付着した塩分を水によりポリタンク内に流し込む．

c) 回収した塩水の量 V（ml）及び塩分濃度 Cc（mg/ml）を測定する．

d) 日平均飛来塩分量 Ca （mdd）を次式で算出する．

Ca = Cc V／(A T)       (2.1)

ここに，A：捕集面積（dm2），T：調査期間（day） 

1 mdd = 1 mg/dm2/day, 1dm2 = 0.01 m2 

なお，文献 3)では，266 地点のほか，同時期に行われた関係機関からのデータを加えて 288 地点の結果を

まとめている．以下の検討では，これらを含むデータを用いる．

2.3 全国分布の概況 

全国的な飛来塩分量の分布の傾向を把握するため，図-2.2 に全国沿岸部における 3 年間の年平均飛来塩分

量を示す．ただし，調査期間が 1 年間の地点は 1 年間の平均値，2 年間の地点は 2 年間の平均値を示してい

る．

塩害による劣化損傷が比較的多く発生している北海道，東北，北陸地方の日本海に面した地域及び沖縄県

4)では，飛来塩分量が比較的多い．一方，劣化損傷の発生が少ない太平洋に面した地域及び中国地方，九州

地方の日本海側に面した地域では飛来塩分量がほとんど 1.0 mdd 未満であり，飛来塩分量が比較的少ない．

また，瀬戸内海に面した地域ではほとんどの地点の飛来塩分量が 0.1 mdd 未満であり，飛来塩分量が特に少

ない．

塩分捕集器格納箱

通風口

ポリタンク

暴露ブロック
格納スペース

 100mm×100mm
ステンレス鋼板

シリコンホース

扉

塩分捕集器

塩分捕集器
取付冶具
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5.6 中性化領域の塩分浸透とひび割れ部の塩分減少 

第 3 章では，沿岸部における実構造物コンクリート中のひび割れ部で塩化物イオンが少なくなる現象が見

られ，その範囲が中性化領域と概ね一致することから，中性化と何らかの関係があることを述べた．第 4 章

及び第 5 章での検討の範囲では，中性化領域の塩化物イオンの移動が非中性化領域に比べて速く，また計算

上では，塩化物イオンの供給量に変動があると，中性化領域の塩化物イオン濃度がその変化に早期に追従す

る傾向が見られた．そして，供給がないときは，中性化領域の塩化物イオン濃度が非中性化領域に比べて低

下する傾向が見られた．その際，中性化領域の塩化物イオンは，外部に流出する可能性もあることが示唆さ

れた．ひび割れ周辺の中性化領域においても，同様の挙動が生じ得ると考えられる（図-5.37）．外部から塩

化物イオンの供給がある間は，ひび割れに容易に塩化物イオンが浸入して，ひび割れに沿って塩化物イオン

濃度が高くなるが，供給が低下すると，中性化領域の塩化物イオンの濃度拡散が非中性化領域よりも顕著に

速いことから，その供給低下に応じて，あるいは流出を伴って，ひび割れ部の中性化領域における塩化物イ

オン濃度も早期に減少した可能性があると考えられる．ひび割れ部の塩化物イオンの流出の可能性について

も，前述 5.4.6 の結露や潮解の影響が想定されるが，直接確認された現象ではなく，今後の課題である． 

図-5.37 中性化領域の塩分浸透とひび割れ部の塩分減少（概念図） 

中性化領域はCl－の移動
が速い．
ひび割れ周辺の中性化
領域も同様と考えられる．

ひび割れ部にCl －が一旦

浸入しても，供給がなけれ
ば周囲に拡散，Cl －減少．

外部への流出は結露，潮
解によることを想定してい
るが，検証は今後の課題．

：移動
：流出
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